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１ 北谷町コミュニティバスのこれまでの取組み状況 

１－１ 本業務の目的 

  北谷町コミュニティバス（C-BUS）は路線定期型運行として、平成29年６月から実証運行を開始し、

二度のルート・ダイヤの見直しを経て、令和２年度まで実証運行を継続してきたが、令和２年度に

実施した「北谷町コミュニティバス実証運行分析評価業務」において、量・質の評価の改善と同時

に利用者ニーズの向上を図るため、町内全域を対象に乗降所を定めたデマンド型の区域運行（以下

「デマンド型」という。）への移行が検討され、令和３年７月よりデマンド型運行の実証を開始し

ている。 

  本業務では、北谷町コミュニティバスの本格運行へ向け、デマンド型運行における利用状況や利

用者アンケート調査結果等を活用し、事業評価を行うものとする。さらに、デマンド型運行におけ

る事業評価と路線定期型運行における事業評価の比較検討を行い、北谷町コミュニティバス導入検

討事業の事業評価及び事業評価を基に本格運行、廃止、又は実証継続の判断の検討を行うことを目

的とする。 

 

 

  



 

2 

 

１－２ コミュニティバス導入の基本方針 

  北谷町コミュニティバスはこれまで導入による地域活性化や多岐分野に波及する事業効果向上及

び新たな連携事業の創出に推進すべく、以下のような基本方針に基づき、検討・運行を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【コミュニティバス導入の目的】 

①交通弱者等の生活の質の維持・向上 

  自家用車を運転できない交通弱者や、運転に不安がある方の日常生活及び社会生活に必要な移

動手段を確保することで、生活の質の維持・向上を目指す。 

②公共交通空白地域の改善・解消 

  どの地域に住む町民でも公共交通を通して外出できるよう、公共交通空白地域の改善・解消を

図りつつ、町民生活に密着した施設へのアクセスの充実を目指す。 

③観光客の移動の利便性・回遊性向上 

  便利で利用しやすい公共交通は、観光振興の基盤として重要であり、観光資源をつなぐコミュ

ニティバスの導入によって観光客の移動の利便性・快適性の向上を目指す。 

④公共交通全体の活性化 

  コミュニティバスと路線バスとの共存・連携と役割分担により、面的な公共交通ネットワーク

を形成し、町内の公共交通全体の活性化を促すことを目指す。 

【コミュニティバスの運行によって期待される波及効果】 

①高齢者の健康増進及び生きがいづくりへの貢献 

  社会教育施設や健康増進施設、運動施設へのアクセス性を高めることによって、高齢者等の学

習活動や娯楽・趣味、健康・スポーツ活動、社会活動への参加を促し、生きがいづくり及び健康

づくり、様々な交流の場への参加促進につながることが期待される。 

②観光地としての魅力の向上への貢献 

  便利で利用しやすい移動手段の導入により、町内の観光資源への訪問を促し、観光客に本町の

様々な魅力を体験・体感してもらうことで、観光地としての魅力の向上が期待される。 

③地域間交流の促進への貢献 

  町内各地を運行する移動手段の導入によって地域間の移動利便性を高めることで、町民同士の

交流の促進及び商業地域の活性化に寄与することが期待される。 

④町内の交通安全への貢献 

  自動車の運転に不安を抱える高齢者が、移動手段をコミュニティバスへ転換することで交通事

故の危険性が減少し、町内の交通安全に貢献することが期待される。 

《コミュニティバス導入の基本方針》 

【コミュニティバスの導入のあり方】 

①本格運行に向けた実証運行を実施する 

②必要最小限（スモール）からスタートし、随時必要な改善を行う 

③既存の公共交通機関と役割分担し、共存・連携を図る 

④地域全体で連携・協働した運行に取り組む 



 

3 

 

１－３ 計画策定からこれまでの導入経緯 

  北谷町コミュニティバスは平成 26～27 年度にかけて前項で掲げた「コミュニティバス導入の基本

方針」に基づき運行計画を策定し、平成 29年６月より路線定期型の実証運行を行っている。 

  運行開始以降、利用者の更なる利便性を図るため、平成 30 年５月１日に見直し第１弾、令和元年

６月１日に見直し第２弾と２回のルート再編などを行い、令和３年７月１日から路線定期型からデ

マンド型へ移行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北谷町コミュニティバス運行計画の策定 

 

平成 26・27年度 

北谷町コミュニティバス実証運行準備 

 

平成 28年度 

○北谷町コミュニティバス（路線定期型）実証運行の実施 

【運行ルート・バス停等の見直し】 

 ・当初：平成 29年６月１日～平成 30年４月 30日 

 ・見直し第１弾：平成 30年５月１日～令和元年５月 31日 

  ➢桑江 17号線工事に伴うルート変更（国体道路） 

  ➢北コース、南コースの起終点を北谷町観光情報センター前へ変更 

 ・見直し第２弾：令和元年６月１日～令和３年６月 20日 

  ➢利用が少ないバス停・区間の一部廃止 

  ➢起終点を砂辺駐機場（北コース）、北前区公民館（南コース）へ変更 

【利用促進に向けた主な取組】 

 ・回数券・乗継券の導入（平成 30年５月１日～） 

 ・バスロケーションシステム（バス予報）の導入（平成 31年４月１日～） 

 ・高齢者マイ時刻表ワークショップ（令和元年 12月 10日） 

 ・生涯学習まつり開催時に子供ぬり絵コーナー実施（令和２年１月 26日） 

平成 29年度 

～令和３年６月 

○北谷町コミュニティバスの運行形態を路線定期型からデマンド型へ移行 令和３年７月～ 
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１－４ デマンド型へ移行した検討経緯 

  北谷町コミュニティバスは、評価指標を設定した上で、本格運行への移行や実証運行の終了（廃

止）などを北谷町地域公共交通会議で協議し、判断することになっているが、以下のような検討経

緯から新たな運行形態として路線定期型からデマンド型へ移行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北谷町コミュニティバス導入事業 

【量の評価】 

 収支率 25％以上 

 （運賃収入÷運行経費） 

【質の評価】 
 ・高齢者の健康増進及び生きがいづくり

効果 
 ・観光地としての魅力向上効果 
 ・地域間交流の促進効果 

評
価
指
標 

○未達成 

 ・平成 29年度：７.３％ 

 ・平成 30年度：６.０％ 

 ・令和元年度 ：８.１％ 

○外出機会の向上 

 ・平成 30年度：47.4％ 

 ・令和元年度 ：66.7％ 

○利便性の向上 

 ・平成 30年度：49.5％ 

 ・令和元年度 ：57.5％ 

現
状
（
実
績
） 

○見直し基準の設定（運行経費削減） 

 ①１便平均利用者数が２人未満の

ダイヤは廃止（対象）する。 

 ②１日平均乗降者数が１人未満の

バス停は廃止（対象）する。た

だし、路線上通過するバス停は

維持する。 

○利便性の更なる向上 
 ・２度のルート変更（Ｈ30.5、Ｒ1.6） 
 ・回数券・乗継券の導入（Ｈ30.5） 
 ・バスロケーションシステム（バス予

報）の導入（Ｈ31.4） 
 ・高齢者マイ時刻表ワークショップ（Ｒ

1.12） 
 ・生涯学習まつり開催時に「子供ぬり絵

コーナー」の実施（Ｒ2.1） 
 

改善策の検討・実施 

現行の運行形態（路線定期型）では課題を解消できない 

検
討
・
実
施 

○運行経費、運賃収入（試算） 

 →見直し基準に基づき「バス停」

や「便」を廃止しても、運行時

間を縮小しない限り、運行経費

の大きな削減が見込めない。 

 

○利便性 
 →元々の利用者の満足度向上は見られ

るが、新たな利用者の創出による収
支率改善には至っていない。 

○対応できていないニーズ（経費増大） 
 →運行本数の増便、逆向きルートの新

設、新たなバス停の追加 
 

上
記
か
ら
わ
か
る
課
題 
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新たな運行形態の検討 

【量の改善】 

○持続的な運行に向けた運行経費の削減 

○収入額の増加（利便性の向上による新たな利用者の創出） 

【質の改善】 
○利用しない理由への対応 
 ・時刻表やルートがわからない 
 ・利用したい時刻にバスが走っていない 
○移動ニーズへの対応 
 ・運行本数の増便 
 ・目的地へ向かう運行 

 

利便性の向上が収支率の改善へ繋がる 

抜
本
的
な
見
直
し 

 

 

 

 

路線定期型からデマンド型へ変更検討（令和２年度） 

○予約制のデマンドタクシーを導入し、「特定場所から目的地への移動」を可能とする 

 ・予約制の運行により、運行本数・時間帯・ルートの不満解消に繋げる 

 ・停留所を多数設置することで停留所までの距離を短縮し、高齢者の「利用促進」及び「将来

の移動不安解消」に繋げる 

 

北谷町コミュニティバスのデマンド型運行開始（令和３年７月～） 
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１－５ デマンド型運行のサービス概要 

  北谷町コミュニティバスのデマンド型運行サービスは、以下のようになっている。 

 

■北谷町コミュニティバスの運行サービス 

運行日 毎日（12月 30日から１月３日は運休） 

運行時間 午前８時から午後６時まで（30分間隔） 

乗降場 町内 66箇所 

運賃 

・大人（中学生以上）200円 

・割引対象者 100円 

 ・高齢者（65歳以上）とその介助者 

 ・障がい者手帳所持者、療育手帳所持者とその介助者 

 ・運転免許証自主返納者 

 ・小学生 

・小学生未満無料※ただし、保護者が同乗する場合のみ利用できる。 

・回数券（2,000円（200円券×11枚綴り）、1,000円（100円券×11枚綴り）） 

電話受付時間 
・毎日（12 月 30日から１月３日は除く） 

・８：00～18：00（利用日の１週間前から利用当日の 30分前まで） 

 

  （参考）北谷町コミュニティバスの運行概要 

 デマンド型（R3.7.1～） 路線定期型（～R3.6.20） 

運行 

サービス 

ルート（エリア） 町内全域 北コース、南コース 

運行日 毎日 左記同様 

運行時間帯 午前８時乗車～午後６時到着 平日  ８：00～17：48 

土日祝日 ９：00～17：18 

運行便数 30 分間隔 平日６便、土日祝日５便 

停留所数 66 箇所 北コース 58箇所 

南コース 53箇所 

運賃 １回 200円（高齢者、障害者等 100円） 左記同様 

予約方法 
予約受付日時 利用日の１週間前から当日 30分前まで － 

予約時間 午前８時から午後６時 － 
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 ■北谷町コミュニティバス（デマンド型）の乗降所設置個所 
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２ 北谷町コミュニティバスの利用状況等の整理 

２－１ 地区別の利用状況 

（１） 延べ利用者数の推移 

平成 29年６月～令和３年６月（路線定期型運行）と令和３年７月～令和４年 12月（デ

マンド型運行）の延べ利用者数を比較すると、路線定期型運行時は 1,000～1,500 人程度

で推移し、デマンド型運行に変更後は、徐々に利用者数が増加しており、令和 4 年度は

1,500～2,000 人程度で推移している。 

デマンド型運行開始時からの延べ利用者数では、宮城地区、栄口地区で 4,000人以上、

北前地区、美浜地区で 3,000 人以上となっている。 

 

■延べ利用者数（H29.6～R4.12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区別延べ利用者数（R3.7～R4.12） 

 

 

 

 

  

416

1,654 1,708

729

2,143

1,903

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H
2
9
.6

H
2
9
.8

H
2
9
.1
0

H
2
9
.1
2

H
3
0
.2

H
3
0
.4

H
3
0
.6

H
3
0
.8

H
3
0
.1
0

H
3
0
.1
2

H
3
1
.2

H
3
1
.4

R
1
.6

R
1
.8

R
1
.1
0

R
1
.1
2

R
2
.2

R
2
.4

R
2
.6

R
2
.8

R
2
.1
0

R
2
.1
2

R
3
.2

R
3
.4

R
3
.6

R
3
.8

R
3
.1
0

R
3
.1
2

R
4
.2

R
4
.4

R
4
.6

R
4
.8

R
4
.1
0

R
4
.1
2

（人）

路線固定型運行 デマンド型運行

R3.7（路線固定型⇒デマンド型）

2,487

781

4,245

2,699

1,497
1,088

2,587

3,175

4,778

1,925

3,017

1,618

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

上勢 桃原 栄口 桑江 謝苅 北玉 宇地原 北前 宮城 砂辺 美浜 登録地区外

（人）



 

9 

 

（２）直近の登録者と利用者数 

令和３年７月１日から区域運行（デマンド型）に変更となってから、令和４年 12 月時

点までで登録者数 1,842人となっている。 

令和４年 12 月の町内地区別登録者数では、北前地区、宮城地区で 200 人以上、上勢地

区、桑江地区、美浜地区で 150人以上、栄口地区、砂辺地区で 100人以上となっている。 

しかしながら、地区別の利用率（利用者数/登録者数）では、必ずしも登録者数の多い

地域で利用者が多いといった現状ではなく、宇地原地区で 33.3％と最も高い数値を示し

ており、次いで北玉地区（30.2%）、謝苅地区（30.0％）となっている。また、桃原地区、

北前地区、上勢地区、砂辺地区では比較的利用率が低い地域となっている。 
 

■登録者数と利用者数の推移（R4.12） 

 
 

（３）直近の延べ利用者数 

令和４年 12 月の延べ利用者数では、宮城地区が最も多く、次いで、美浜地区、栄口地

区、桑江地区となっている。 
 

■地区別延べ利用者数（R4.12） 
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（４）利用者属性 

①性別 

運行開始から令和４年 12 月時点における利用者の属性について、町全体として女性の

割合が多くを占めており、男性は 17.6％となっている。 

比較的男性客の多い地区としては、北前地区で 28.2％と最も高い数値を示しており、

次いで桃原地区（21.4％）となっている。 

また、登録地区外の方の利用は概ね均等である。 

 

■性別別利用状況（R3.7～R4.12） 

 

 

②年齢構成 

町全体として 70代の割合が多く、70代以上の高齢者層で半数程度を占めている。 

比較的 10 代以下の割合が多い地区としては、北前地区で 34.1％と最も高い数値を示し

ており、次いで美浜地区（25.0％）、桃原地区（15.0％）となっている。 

また、登録地区外の方の利用は 80代の方に多く利用されている。 

 

■年齢別利用状況（R3.7～R4.12） 

  



 

11 

 

（５）乗降所別日平均利用回数 

運行開始から令和４年 12 月時点における乗降所別日平均利用回数（乗降含む）につい

て、最も利用者が多い乗降所は「サンエーハンビータウン」で 12.3回となっている。 

日平均利用５回以上の乗降所としては、「美浜アメリカンビレッジ南口」（7.7 回）、

「町営栄口団地入口」（6.3 回）、「北谷町役場」（5.0 回）となっており、日平均 1 回

以上利用されている乗降所は、全乗降所 66カ所のうち 35カ所であり、日平均で 1回に満

たない乗降所は 31 カ所となっている。 

 

■乗降所別日平均利用回数（R3.7～R4.12） 
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（６）1台あたりの日平均総走行距離 

令和３年 7 月から令和４年 12 月までの 1 台あたりの日平均総走行距離は、１号車で

99.7km、２号車で 90.6km、３号車で 80.3km、となっている。 

１日あたり２台の運行を基本としており、１台当たりの日平均走行距離は135kmとなっ

ている。 

 

■1台あたりの日平均総走行距離（R3.4～R4.6） 

 
 

（７）平日・土曜日・日曜祝日別の日平均利用者数 

平日・土曜日・日曜祝日日別の日平均利用者数について、平日の日平均利用者数は約

60 人となっているが、土曜日では 48 人、日曜・祝日にいたっては約 35 人と日曜祝日の

日平均利用者数が少なくなっている。平日と比較して、利用の少ない土曜日、日曜祝日

の運行を見直すことで運行委託料の軽減につなげることが必要である。 

 

■平日・土曜日・日曜祝日別の日平均利用者数（R3.7～R4.12） 
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２－２ 時間帯別の利用状況 

時間帯別利用状況では、9:00発と 15:00発の便で比較的多く利用されており、12:30発

の便が最も利用の少ない時間帯となっている。 

利用の多い時間帯としては、9:00～10:30 発と 13:00～16:30 発および最終 17:30 発と

なっている。一方、始発～8:30 発および 11:00～12:30 発は利用の少ない時間帯となって

いるが、運転手の昼休憩時間として 11:00～13:00 まで１台運行をしていることが要因と

なっている。 

 

■時間帯別利用状況（R3.7～R4.12）【総計】 

 

 

■時間帯別利用状況（R3.7～R4.12）【日平均】 

 

  



 

14 

 

２－３ 収支率の状況 

運行開始から現在まで利用人数および運賃収入は概ね毎月増加傾向にあり、令和３年

12月と令和４年 12月の比較では、利用者数、運賃収入ともに 1.23 倍となっている。 

また、収支状況は令和４年度でで 8.3％(見込み)となっており、路線定期型として運行

していた令和２年度以降よりも低い数値となっているが、同水準に回復している傾向に

ある。 

運賃収入は再編前と比べて増加しているが、デマンド型運行となり電話受付等業務が

増え運行委託料が 33,170 千円と大幅に増加しており、収支率の改善が急務となっている。 

 

■月別利用人数と運賃収入の推移 

 

 

■収支率の推移 
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２－４ 相乗り率の状況 

相乗りの状況を見ると、令和３年度については１便あたり「１人乗り」で利用する方

が 47.5％と最も多くなっており、「２人乗り」以上では、約 50％を占めている状況であ

る。令和４年度については、「２人乗り」で利用する方が 43.4％と最も多く、「２人乗

り」以上での利用が 66.8％と高くなっている。 

また、１便あたり「５人乗り」以上で利用する便は極めて少ない。 

 

■相乗り率（R3.7～R4.3）        ■相乗り率（R4.4～R4.12） 

  
 

２－５ 予約不成立の状況 

予約不成立の状況として、令和４年 12 月実績で 269 件となっており、利用者数の増加

と比例し予約ができない方も増加している傾向にある。 

なるべく利用ニーズに合った運行をすべく、予約システムの見直しや乗合率の向上に

向けたサービスの改善が必要である。 

 

■予約不成立件数（R3.7～R4.12） 

  

47.5%

39.8%

10.8% 1.7% 0.2% 0.1%

1人乗り 2人乗り 3人乗り

4人乗り 5人乗り 6人乗り

33.2%

43.4%

17.9%

4.5% 0.8% 0.1% 0.1% 0.0%

1人乗り 2人乗り 3人乗り

4人乗り 5人乗り 6人乗り

7人乗り 8人乗り
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２－６ 運行稼働率の状況 

運行稼働率について、73.7%から 90.0%に増加している。利用者の増加に伴い、運行稼

働率の限界値であるほぼ 100%となっており、観光客など更なる利用者の増加は見込めな

い状況である。 

※運行稼働率・・・運行時間の８時から１８時（全３６運行）の内、１件以上の予約

が入っている割合。 

 

■運行稼働率（R3.7～R4.12） 
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３ 利用実態調査 

３－１ 調査の視点 

利用実態調査では、コミュニティバス導入の際の質の評価（「高齢者の健康増進及び

生きがいづくり効果」「観光地としての魅力向上効果」「地域間交流の促進効果」）や、

路線定期型からデマンド型の運行形態に見直しを行った際の質の改善点（利用しない理

由への対応、利用ニーズへの対応）に着目し、町民利用者、観光利用者、運営事業者の

視点で調査・分析する。 

 

 【調査の視点】 

 

町民アンケート調査から公共交通全般の利用状況とコミュ

ニティバスの役割を分析するとともに、コミュニティバス登

録者アンケート調査から利用実態と改善点の評価・分析を行

う。また、高齢者等の交通弱者の利用意向を補完するため、

民生委員・児童委員アンケート調査、社会福祉協議会アンケ

ート調査を実施する。 

〇町民アンケート調査 

〇コミュニティバス登録者アンケート調査 

〇民生委員・児童委員アンケート調査 

〇社会福祉協議会アンケート調査 

 

観光客アンケート調査から交通手段と町内での公共交通の

利用ニーズを分析するとともに、潜在的なニーズとして観光

協会アンケート調査からコミュニティバスの利用意向等を補

完する。 

〇観光客アンケート調査 

〇観光協会アンケート調査 

 

コミュニティバスの運営事業者から、町民や観光客の両視

点からの利用状況、運営上の課題を調査・分析する。 

〇交通事業者アンケート調査 

 

 

  

町民利用者 

の視点 

観光利用者 

の視点 

運営事業者 

の視点 

調査の視点 

調査内容 

調査内容 

調査内容 
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３－２ 町民アンケート調査 

（１）調査概要 

公共交通に関する利用状況や利用意向等からコミュニティバスの役割について把握す

るとともに、コミュニティバスの利用実態や今後の利用意思等から町民の利用ニーズを

分析するため、町民アンケート調査を行った。 

対象者 ・北谷町内在住の 18歳以上 2,000 人（住民基本台帳による無作為抽出） 

主な調査項目 

・回答者の属性（住まい、性別、年齢、職業、自動車運転免許有無、自動車

の所有状況、最寄りバス停までの徒歩での所要時間） 

・日常生活の移動実態（外出頻度、外出時の主な行き先、利用交通手段） 

・北谷町コミュニティバスの利用実態と意識・要望（区域運行の認知度、利

用するための条件、運行形態の利用意向） 

・公共交通の今後のあり方（今後の取組みの方向性、維持・充実させるため

の方法、北谷町コミュニティバスの今後の利用意思、効果的な公共交通の

利用促進策） 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和４年１１月１１日（金）～１１月２８日（月） 

回答数 Ｎ＝４２３（回収率２１．２％） 

回答の内訳 性

別 

男性 １６２ （３８％） 女性 ２５１ （５９％） 

答えたくない ３ （１％） 無回答 ７ （２％） 

年

齢 

１０歳代 １４ （３％） ２０歳代 ２５ （６％） 

３０歳代 ５４ （１３％） ４０歳代 ７２ （１７％） 

５０歳代 ６９ （１６％） ６０歳代 ７０ （１７％） 

７０歳代 ７３ （１７％） ８０歳以上 ４３ （１０％） 

無回答 ３ （１％）    

職

業 

会社員・公務員 １４２ （３４％） 自営業 ３５ （８％） 

学生 １２ （３％） 専業主婦（夫） ５１ （１２％） 

パート・アルバイト ５７ （１３％） 無職 １００ （２４％） 

その他 １５ （４％） 無回答 １１ （３％） 

地

区 

西部地域 

（砂辺区、宮城区） 
１０４ （２５％） 

南部地域 

（美浜区、北前区） 
７１ （１７％） 

北部地域 

（上勢区、桑江区、栄口区、桃原区） 
１８１ （４３％） 

東部地域 

（謝苅区、宇地原区、北玉区） 
６２ （１５％） 

無回答 ５ （１％）    
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（２）日常の外出行動 

①日常の買い物（食料品・日用品等） 

買い物に行く頻度は「週に１～２日（37.6％）」、「週に３～４日（30.5％）」が多

く、買い物先は「ユニオン北谷店（24.8％）」、「サンエーハンビータウン店

（18.6％）」、「サンエーはまがわ店（18.6％）」の順で多く、町外は北部地域が

15.7％、東部地域が 10.9％と高い。 

利用交通手段は、「自分で車を運転」が 79.0％と顕著に多く、次いで「徒歩

（13.0％）」となっており、コミュニティバスの利用は 0.9％となっている。 

 

■買い物に行く頻度 

 

 

 

 

 

 

■最もよく行く買い物先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■買い物に行く時の利用交通手段（ｎ＝423） 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8%

0.9%

79.0%

12.5%

2.4%

1.2%

2.4%

13.0%

0.9%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路線バス

北谷町コミュニティバス

自分で車を運転

家族等の車で送迎

タクシー

原付・バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

※その他の店舗（町内）…コンビニ６件、ドラッグストア５件、ホームセンター４件、かねひで４件、 
コープ２件、サンエー２件 

 その他の店舗（町外）…かねひで 14件、コープ 11件、サンエー10件、イオン９件、コンビニ２件、 
ファーマーズマーケット２件、ホームセンター１件、業務スーパー１件、 
ダイレックス１件、ペットボックス１件 

 

23.1%

16.9%

16.0%

19.4%

18.2%

35.6%

33.8%

27.6%

29.0%

30.5%

29.8%

32.4%

42.0%

40.3%

80.0%

37.6%

1.9%

2.8%

5.5%

4.8%

20.0%

4.3%

2.9%

9.9%

6.1%

4.8%

5.7%

0.6%

6.7%

4.2%

2.2%

1.6%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 ほとんど行かない その他 無回答

6.3%

48.0%

8.6%

34.4%

40.0%

18.6%

60.4%

8.0%

4.1%

1.6%

40.0%

18.6%

3.6%

5.3%

42.1%

31.3%

20.0%

24.8%

6.3%

9.3%

9.1%

6.3%

8.0%

8.1%

10.7%

6.6%

9.4%

8.0%

1.3%

0.5%

0.4%

3.6%

5.3%

8.1%

3.1%

5.8%

5.4%

5.3%

15.7%

10.9%

10.6%

6.3%

6.7%

5.1%

3.1%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

サンエーハンビータウン店 サンエーはまがわ店 ユニオン北谷店

かねひで北谷サンセット市場 イオン北谷店 美浜アメリカンビレッジ

その他の店舗（町内） その他の店舗（町外） 無回答
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②病院の利用 

病院に行く頻度は「体調が悪いときのみ」が 42.3％と最も多く、次いで「年に数日

（20.1％）」となっており、最もよく行く病院は「その他の医療機関（町外）

（43.2％）」、「その他の医療機関（町内）（23.6％）」、「たまきクリニック

（13.9％）」の順で多い。 

利用交通手段は、「自分で車を運転」が 75.4％と顕著に多く、次いで「家族等の車で

送迎（16.1％）」となっており、コミュニティバスの利用は 1.2％となっている。 

 

■病院に行く頻度 

 

 

 

 

 

 

■最もよく行く病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■病院に行く時の利用交通手段（ｎ＝423） 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の医療機関（町内）…砂辺クリニック 19件、こばし内科クリニック 14件、徳洲会ハンビークリニッ

ク 13 件、しんはま耳鼻科・形成外科・しんはま皮ふ科９件、とうま整形外科クリニック７件、もりなが内

科・小児科クリニック６件、大城皮ふ科クリニック４件、やびく産婦人科・小児科３件、比嘉デンタルク

リニック３件、ハンビー歯科クリニック２件、へんとな歯科医院２件、アイ歯科医院１件、ヤラデンタル

クリニック１件、まつしま歯科医院１件、平田歯科１件、まちだクリニック１件、砂辺スマイル歯科医院

１件、フェイスデンタルオフィス１件、あおぞら歯科１件、あゆみ眼科１件、一般社団法人中部地区医師

会健診センター１件 

 その他の医療機関（町外）…中部徳洲会病院（北中城村）35 件、ちばなクリニック（沖縄市）22 件、翔南

病院（沖縄市）14 件、中頭病院（沖縄市）14 件、桃山クリニック（沖縄市）８件、沖縄県立中部病院（う

るま市）７件、海邦病院（宜野湾市）５件、中部協同病院（沖縄市）２件、琉球大学病院（西原町）２

件、すながわ内科クリニック（うるま市）２件、嘉数病院（沖縄市）２件、三愛眼科（沖縄市）１件、そ

の他 40件 

 

2.4%

1.2%

75.4%

16.1%

5.0%

1.2%

1.2%

5.0%

1.2%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路線バス

北谷町コミュニティバス

自分で車を運転

家族等の車で送迎

タクシー

原付・バイク

自転車

徒歩

その他

無回答

2.8%

0.5%

1.0%

1.4%

0.5%

4.8%

1.4%

2.8%

3.2%

3.1%

16.3%

12.7%

16.0%

25.8%

20.0%

17.0%

24.0%

16.9%

19.9%

19.4%

20.1%

37.5%

43.7%

44.8%

41.9%

40.0%

42.3%

8.7%

15.5%

14.4%

8.1%

20.0%

12.3%

7.7%

5.6%

2.2%

1.6%

20.0%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日程度 年に数日 体調が悪いときのみ その他 無回答

3.8%

1.4%

8.2%

6.5%

20.0%

5.9%

1.0%

1.4%

2.7%

3.2%

2.1%

15.4%

7.0%

14.3%

17.7%

20.0%

13.9%

30.8%

32.4%

17.6%

19.4%

20.0%

23.6%

36.5%

38.0%

47.3%

48.4%

40.0%

43.2%

12.5%

19.7%

9.9%

4.8%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

北谷病院 北上中央病院 たまきクリニック その他の医療機関（町内） その他の医療機関（町外） 無回答
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③通勤・通学 

通勤・通学の頻度は「週に５日以上」が 77.5％と最も多く、通勤・通学先は「町内

（32.4％）」、「沖縄市（14.4％）」の順で多い。 

利用交通手段は、「自分で車を運転」が 86.5％と顕著に多く、コミュニティバスの利

用は 0.5％と少ない状況である。 

 

■通勤・通学の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

■通勤・通学先 

 

 

 

 

 

 

 

■通勤・通学時の利用交通手段（ｎ＝222） 
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（３）北谷町コミュニティバスの利用実態と意識・要望 

北谷町コミュニティバスのデマンド型運行の認知度は、約半数の人が「知っている

（50.6％）」と回答したものの、「知らない（初めて聞いた）」と回答した方の割合が

４割を占めている。年齢別にみると、比較的高齢者の認知度が高くなっている。 

利用するための条件は、「運転ができなくなったら利用する」が 63.6％と顕著に多く

なっている。 

北谷町コミュニティバスの運行形態の利用意向は、「路線バス型（22.9％）」と「区

域運行（デマンド型）（22.5％）」とほぼ同数となっている。 

 

■北谷町コミュニティバス（デマンド型）の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■北谷町コミュニティバスを利用するための条件（知っていると回答した方）（ｎ＝214） 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.6%

12.6%

5.1%

8.9%

6.1%

4.2%

11.2%

15.9%

0% 20% 40% 60% 80%

運転ができなくなったら利用する

目的地へ行く北谷町コミュニティバスが運行したら利用する

自宅近くに乗降ポイントが整備されたら利用する

始発・終発時刻が拡大されれば利用する

運賃が安くなれば利用する

条件がどう変わっても北谷町コミュニティバスは利用しない

その他

無回答

55.8%

40.8%

53.0%

50.0%

50.6%

38.5%

54.9%

36.5%

37.1%

80.0%

40.7%

5.8%

4.2%

10.5%

12.9%

20.0%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

知っている 知らない（初めて聞いた） 無回答

35.7%

44.0%

51.9%

52.8%

40.6%

50.0%

61.6%

53.5%

33.3%

50.6%

64.3%

44.0%

37.0%

38.9%

52.2%

44.3%

27.4%

34.9%

66.7%

40.7%

12.0%

11.1%

8.3%

7.2%

5.7%

11.0%

11.6%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代(n= 14)

20歳代(n= 25)

30歳代(n= 54)

40歳代(n= 72)

50歳代(n= 69)

60歳代(n= 70)

70歳代(n= 73)

80歳以上(n= 43)

無回答(n=  3)

町合計(n=423)

知っている 知らない（初めて聞いた） 無回答
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■北谷町コミュニティバスの運行形態の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（北谷町コミュニティバス（デマンド型）の認知度別） 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.8%

18.0%

22.9%

25.2%

22.7%

5.4%

22.5%

1.4%

1.2%

1.2%

34.6%

52.9%

5.4%

39.5%

7.9%

5.2%

89.2%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている(n=214)

知らない(n=172)

無回答(n=37)

合計(n=423)

路線バス型 区域運行（デマンド型） その他 分からない 無回答

22.1%

25.4%

27.6%

9.7%

22.9%

26.9%

18.3%

19.9%

25.8%

40.0%

22.5%

1.9%

4.8%

1.2%

36.5%

47.9%

35.9%

45.2%

40.0%

39.5%

12.5%

8.5%

16.6%

14.5%

20.0%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

路線バス型 区域運行（デマンド型） その他 分からない 無回答

28.6%

12.0%

27.8%

27.8%

24.6%

14.3%

23.3%

25.6%

22.9%

14.3%

24.0%

9.3%

26.4%

27.5%

21.4%

26.0%

18.6%

66.7%

22.5%

7.1%

1.4%

1.4%

2.9%

1.2%

50.0%

48.0%

42.6%

34.7%

40.6%

48.6%

32.9%

30.2%

33.3%

39.5%

16.0%

20.4%

9.7%

5.8%

12.9%

17.8%

25.6%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代(n= 14)

20歳代(n= 25)

30歳代(n= 54)

40歳代(n= 72)

50歳代(n= 69)

60歳代(n= 70)

70歳代(n= 73)

80歳以上(n= 43)

無回答(n=  3)

町合計(n=423)

路線バス型 区域運行（デマンド型） その他 分からない 無回答
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（４）公共交通の今後のあり方 

北谷町コミュニティバスの今後取り組むべき方向性は、「現状より運行サービスを充

実させていくべきだ（34.3％）」、「現状の運行サービス程度で維持していくべきだ

（32.4％）」と回答された方が同程度の割合となっている。 

北谷町コミュニティバスの維持・充実させるための方法は、「行政（税金）に加えて、

住民、企業などで不足分を負担する（23.6％）」、「町（税金）で不足分を負担すべき

だ（20.8％）」、「住民の協力や、企業の協力などで不足分を負担する（19.9％）」と

回答された方が同程度の割合となっている。 

北谷町コミュニティバスの今後の利用意向は、「ややそう思う」が 33.3％と最も多く、

次いで、「あまりそう思わない（26.2％）」、「そう思わない（17.7％）」の順で多い。 

公共交通の利用促進を図るための効果的な取組みは、「路線バスや北谷町コミュニテ

ィバスなどのルートや時刻表などを掲載した公共交通マップの作成・配布」が 78.3％と

顕著に多くなっている。次いで、「自動車運転免許証返納者への公共交通割引など制度

の導入（41.8％）」、「パソコン・スマートフォンなどへの時刻表、乗継情報などの提

供（35.9％）」の順で多い。 
  

■北谷町コミュニティバスの今後取り組むべき方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■北谷町コミュニティバスの維持・充実させるための方法 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.7%

26.8%

35.4%

25.8%

60.0%

32.4%

37.5%

32.4%

31.5%

40.3%

20.0%

34.3%

11.5%

16.9%

15.5%

12.9%

0.0%

14.2%

11.5%

11.3%

8.8%

9.7%

0.0%

9.9%

5.8%

12.7%

8.8%

11.3%

20.0%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

現状の運行サービス程度で維持していくべきだ 現状より運行サービスを充実させていくべきだ

現状より運行サービスの低下はやむを得ない その他

無回答
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（参考）北谷町コミュニティバスの維持・充実させるための方法で「町（税金）で負

担すべきだ」または「行政（税金）に加えて、住民、企業などで不足分を負担する」

と回答した方の性別および年齢層の割合 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

【年齢層】 

 

 

 

 

 

 

■北谷町コミュニティバスの今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通の利用促進を図るための効果的な取組み（ｎ＝423） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.2%

11.3%

17.7%

12.9%

40.0%

17.0%

40.4%

33.8%

31.5%

29.0%

0.0%

33.3%

27.9%

26.8%

24.9%

27.4%

20.0%

26.2%

7.7%

23.9%

19.9%

21.0%

20.0%

17.7%

2.9%

4.2%

6.1%

9.7%

20.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西部地域(n=104)

南部地域(n= 71)

北部地域(n=181)

東部地域(n= 62)

無回答(n=  5)

町合計(n=423)

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

78.3%

24.8%

35.9%

27.4%

1.7%

33.1%

13.9%

11.1%

5.0%

41.8%

5.7%

13.0%

4.7%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バスや北谷町コミュニティバスなどのルートや時刻表などを掲載した公共交通マップの作成・配布

町のホームページや広報紙などへの運行情報案内の掲載

パソコン・スマートフォンなどへの時刻表、乗継情報などの提供

商業施設などと連携した公共交通割引チケットなどの発行

公共交通に関する意識向上を育むための地域懇談会やシンポジウム等の開催

バス停の待合環境（ベンチ・屋根）整備や運行情報案内（時刻表・系統図など）の表示改善

バス停付近への駐車場・駐輪場の設置

バス同士との乗継時間の短縮や運賃割引の導入

バス車両のバリアフリー化やデザインの工夫

自動車運転免許証返納者への公共交通割引など制度の導入

公共交通を利用した通勤の呼びかけや「ノーマイカーデー」の実施

幼稚園や小中学生、高齢者等を対象としたバスの乗り方教室等の開催

その他

無回答

36.4%

37.0%

61.4%

62.0%

2.3%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「町（税金）で負担すべきだ」(n= 88)

「行政（税金）に加えて、住民、企業などで不足分を負担する」(n=100)

男性 女性 答えたくない 無回答

3.4%

6.0%

5.7%

5.0%

9.1%

10.0%

18.2%

18.0%

18.2%

14.0%

14.8%

23.0%

23.9%

14.0%

6.8%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「町（税金）で負担すべきだ」(n= 88)

「行政（税金）に加えて、住民、企業などで不足分を負担する」(n=100)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上
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３－３ コミュニティバス登録者アンケート調査 

（１）調査概要 

北谷町コミュニティバス町内登録者を対象に、コミュニティバスの利用実態や、運行

形態の変化による利用にあたっての改善点に対する対応等について分析するためにアン

ケート調査を行った。 

対象者 ・北谷町コミュニティバス町内登録者 

主な調査項目 

・回答者の属性（性別、年齢、居住地、自動車・運転免許保有状況） 

・利用有無、利用目的及び利用頻度 

・北谷町コミュニティバスを利用しない理由、利用するための条件 

・改善して欲しいサービス（行き先、運行日、運行本数等） 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和４年１１月１１日（金）～１１月２８日（月） 

回答数 Ｎ＝３６５（回収率３２．９％） 

回答の内訳 性

別 

男性 ８６ （２４％） 女性 ２６６ （７３％） 

答えたくない ３ （１％） 無回答 １０ （３％） 

年

齢 

１０歳代 ３６ （１０％） ２０歳代 ９ （２％） 

３０歳代 ２２ （６％） ４０歳代 ３８ （１０％） 

５０歳代 ４３ （１２％） ６０歳代 ４７ （１３％） 

７０歳代 ９１ （２５％） ８０歳以上 ７２ （２０％） 

無回答 ７ （２％）    

職

業 

会社員・公務員 ４５ （１２％） 自営業 １６ （４％） 

学生 ３９ （１１％） 専業主婦（夫） ６０ （１６％） 

パート・アルバイト ５０ （１４％） 無職 １２７ （３５％） 

その他 １３ （４％） 無回答 １５ （４％） 

地

区 

西部地域 

（砂辺区、宮城区） 
８４ （２３％） 

南部地域 

（美浜区、北前区） 
１０２ （２８％） 

北部地域 

（上勢区、桑江区、栄口区、桃原区） 
１２９ （３５％） 

東部地域 

（謝苅区、宇地原区、北玉区） 
４２ （１２％） 

無回答 ８ （２％）    
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（２）自家用車利用の状況 

コミュニティバス登録者の運転免許所有率は半数未満であり、世帯における自家用車

所有率についても「持っていない」との回答が半数以上で、比較的「南部地域」に自家

用車を持たない方が多く存在している。 

 

■運転免許所有状況 

 

 

■自家用車所有状況 
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（３）登録理由および利用頻度 

登録理由としては「移動手段がなく困っていたから」が 40.2％、「家族や友人等に送

迎を頼めない時に利用するため」が 31.6％と高く、合わせて 70％を超える数値となって

おり、車移動が困難といった登録理由が多い。また、「利用するときが来ると思うから」

も 11.2％となっており、将来の移動に不安を抱え登録に至った方も一定数存在している。 

利用頻度の選択肢別では「年に数日」が 26.6％と最も多くなっており、週に１日以上

日常的な利用をする方の割合は 24.9％となっている。 

 

■登録理由 

 

 

■利用頻度 
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（４）利用目的 

利用目的としては「買物」が 40.0％と最も多く、次いで「公共施設利用」「通院」と

なっており、目的地としても「大型商業施設」や「官公庁施設」が選択されている。 

 

■利用目的(n=295) 

 

 

■目的地(n=295) 
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（５）利用の仕方 

コミュニティバスの利用では「片道利用」する方が半数程度と多くなっており、その

際あわせて利用する交通手段としては「自動車（家族等の送迎・同乗）」「一般タクシ

ー」となっている。 

往復利用しなかった理由では「利用したい時間帯に運行していないから」が 26.4％と

最も多く、次いで「家族等が送迎してくれるから」「事前予約ができなかったから」と

なっている。 

行きも帰りもコミュニティバスを利用できない時の代替交通手段としては、「一般タ

クシーを利用する」が最も多くなっているが、「外出するのをあきらめる」との回答も

一定数存在している。 

 

■利用の仕方(n=295) 

 

■片道利用した際の行き又は帰りにおける主な交通手段(n=295) 

 

■往復利用しなかった理由(n=295) 

 

■コミュニティバスを利用できない際の行動(n=295) 
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（６）利用しやすい運行形態 

現在利用している方におけるコミュニティバスの利用しやすい運行形態としては「区

域運行（デマンド型）」が 57.6％、「路線バス型」が 26.1％となっており、現状のデマ

ンド運行のほうが利用しやすいとの回答が２倍以上となっている。 

今後の利用意向として、「今後も変わらず利用したい」が 79.7％となっており、次い

で「利用回数が増えると思う」となっていることから、今後需要が増える可能性が示唆

されている。 

 

■利用しやすい運行形態(n=295) 

 

■今後の利用意向 
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（７）非利用者の以前の利用状況 

非利用者（登録のみ）における路線バス型であった際の利用頻度では「利用していな

かった」が半数以上となっており、次いで「年に数回」「月に２～３日」となっている

ことから、利用者減少につながる主な要因が「事前登録・予約制のデマンド運行」に切

り替わったからではなく、外部要因等その他の要因が大きい可能性がある。 

利用条件としては「運転ができなくなったら」「以前の路線型に戻れば」「始発・終

発時刻が拡大されれば」との声が若干名から上がっている。 

 

■以前の利用頻度(n=45) 

 

■デマンド型を利用しない理由(n=45) 

 

■利用条件(n=45) 
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（８）満足度 

予約方法・運行時間帯・定時性・運賃の満足度について、どの項目においても「満足」

「やや満足」の割合が半数以上を占めており、デマンド型運行のサービスに対する評価

は基本的には満足度が高い傾向にある。 

 

■予約方法 

 

■運行時間帯 

 

■定時性 

 

■運賃 
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（９）コミュニティバスの方向性 

コミュニティバスの方向性としては、運行便数・予約受付時間ともに「現行どおりで

よい」との回答が多くなっているが、運行便数については「もっと遅い時間まで運航し

てほしい」、予約受付時間については「予約受付時間を拡大してほしい」との回答も多

くなっている。 

また、1回あたりの許容乗車運賃では「200～299円」との回答が半数程度と最も多くな

っており、時間帯の拡大や運賃改定についてサービスを見直す必要がある。 

 

■運行便数 

 

■予約受付時間 

 

■１回あたりの許容乗車運賃 

 

  

     

     

     

     

    

    

    

     

     

     

     

    

    

     

    

    

    

     

    

    

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週に 日以上       

それ以外       

無回答       

合計       

現行どおりでよい もっと  くから運行してほしい 

もっと い時間まで運行してほしい もっと  くから運行し、もっと くまで運行してほしい

運行便数を らしてもよい 無回答

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

     

    

    

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週に 日以上       

それ以外       

無回答       

合計       

現行どおりでよい 予約受付時間を拡大してほしい 受付時間を縮小してもよい 無回答

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

    

     

     

     

    

    

    

    

    

     

     

     

     

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週に 日以上      

それ以外       

無回答     

合計       

 ～       ～       ～        ～        ～        以上 無回答
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（10）コミュニティバスに期待すること 

今後のコミュニティバスに期待することとしては、「予約がなく利用できること」が

20.1％と最も多く、次いで「乗降地点が拡大されること」「運行時間が拡大すること」

となっている。 

また、主な自由意見としては「デマンド運行への満足」「運行時間帯の拡大要望」

「予約システムの改善要望」が多く挙げられている。 

 

■期待すること 

 

■主な自由意見 
利用頻度 内容 

週に１～２日 

コミュニティバスのおかげで一人暮らしにはとても大たすかりです。長年続けてほしいと願っております。 

コミュニティバスの利用者は学生や高齢者等の移動手段に乗用車を選ばない方か旅行者になるでしょ
う。町内限定、運行時間もやや短いし乗降場所も制限があるなど移動手段としては使いにくい点もあり
ますが、低額オンデマンドで利用できるメリットをもっと町民にアピールすることで、運営コストを低くして
いく方法を検討されてください。 

デマンド型に変わってつかいやすくなりました。58号線で降りたい時に少し不便です。バス停を増やす
か、バス停をなくして町内乗り降り自由でもいいと思う。 

週に３～４日 
デマンド型になり、とても便利になりました。予約配車の方々も親切で気持ちよく利用でき、感謝です。
以前の時刻表運行のときは役場、ジム、など往路のみでしたがデマンド型になり、往復利用出来腰痛の
時など心から感謝。 

月に２～３日 

コミュニティバスが出てきて本当に良かったです。コミュニティバスがなくなったら車がない人がとても困
ります。続けて下さい、お願いします。 

電話が繋がらなくて予約したい時間に、予約できなかったときがありました。ネット予約できるようにした
ほうがもっと利用しやすくなると思います。 

月に１日 

個人的にはデマンド運行がとても助かっています。区間制限もなく一定の運賃で利用できるのでとても
ありがたいです。車と運転免許証は所持していますが、精神障害を持っているため体調が優れないとき
や運転が不安な時にこのコミュニティバスを活用させてもらっています。コミュニティバスの存在や便利
さをよりたくさんの人に知ってもらい維持できるように地域の皆で協力していけたらいいと思います。とて
も助かっているのでこれからも利用できることを願っています。 

年に数日 

コミュニティバスがあることで交通手段を確保できるという安心感に繋がっています。これからも続けて
ほしい。 

コミュニティバスは時間通りに来てほしいです。予約方法をスムーズにしてくれると助かります。 

これからの高齢化社会、免許返納等で交通手段がなくなり移動に不自由になる人々が増えてくると思い
ます。これらのことより、格安で利用できるコミュニティバスはなくてはならないものだと思います。今は
毎週小 5の孫がニライセンター通うのに往復利用させてもらい、家族も送迎をしなくてすみ助かります。 

これまで２，３回利用しましたが乗り心地や料金等とても満足しました。ますます高齢化が進む昨今、交
通弱者のためにも今以上にコミュニティバスが町民のために充実した交通機関であってほしいと説に願
っております。 

混み合う時間帯に予約が出来ないことを改善してほしい。 

雨の日のみ
利用 

電話予約して３０分後に乗車できることが今まで２回程しかない。１−２時間待って乗車できればいいが
受付時電話でのやり取りが全然すんなり進まず待たされた。雨で急に予約を入れるから仕方ないとも
思うが、そんなときこそ利用したい。電話しても無理なんだと思って利用しなくなっていた。インターネット
で現状がわかったり予約が出来たらぜひ利用したいと思う。 

  

20.9%

19.2%

27.8%

19.9%

23.8%

17.7%

38.9%

20.1%

17.5%

15.3%

15.6%

6.8%

6.7%

6.5%

6.3%

18.1%

14.1%

16.0%

12.9%

16.7%

14.0%

2.4%

3.0%

5.6%

2.9%

3.4%

4.3%

3.9%

2.9%

2.8%

11.1%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週に1日以上(n= 91)

それ以外(n=220)

無回答(n=  9)

合計(n=320)

乗降地点が拡大されること 予約がなく利用できること 運行時間が拡大すること

予約受付時間が拡大すること インターネット予約ができること 往復利用割引や回数券などが販売されること

その他 特になし 無回答
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３－４ 民生委員・児童委員アンケート調査 

（１）調査概要 

民生委員・児童委員を対象に、高齢者や障がい者等のコミュニティバスの移動実態や

公共交通に関する要望・意見等を把握するため、アンケート調査を行った。 

対象者 ・民生委員・児童委員 42 人 

主な調査項目 
・調査方法…直接配布、郵送による回収 

・調査期間…令和４年 11 月中旬～12月中旬 

回収状況 

・16人（上勢地区 1人、桃原地区 1人、栄口区 0人、桑江区 3人、 

謝苅区 2人、北玉区 2人、宇地原区 1人、北前区 2人、 

宮城区 4人、砂辺区 1人、美浜区 1人） 

 

（２）買物や通院で移動する際の交通手段 

高齢者や障がい者等の日常的な買物（店舗）の移動手段は、「家族等による送迎」が

75.0％と顕著に多く、次いで「タクシー」が 43.8％、「北谷町コミュニティバス」「自分で

車を運転」が 31.3％となっている。 

通院の移動手段は、「家族等による送迎（81.3％）」、「タクシー（62.5％）」の順で多

く、「北谷町コミュニティバス」は 18.8％となっている。 

 

    ■日常的な買物（店舗）の移動手段（ｎ＝16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ■通院の移動手段（ｎ＝16） 

 

 

 

 

 

 

  

※その他…ボランティア１件 

※その他…友達１件 
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３－５ 観光客アンケート調査 

（１）調査概要 

北谷町までの交通手段や町内における移動手段等を分析し、公共交通やコミュニティ

バスの利用実態を把握するため、観光客アンケート調査を行った。 

対象者 ・北谷町への来訪者 

主な調査項目 

・回答者の属性（年齢、住まい、自動車保有状況） 

・北谷町内の周辺回遊状況（来訪場所）や交通手段の選択状況 

・観光周遊する際の困り具合、公共交通で移動する場合の改善点 

・観光周遊を促す必要なサービスや観光情報 

調査方法 

・街頭アンケート調査 

 調査員による直接ヒアリング 

調査場所：イオン北谷店、美浜アメリカンビレッジ（デポアイランド）、 

北谷町観光情報センター、うみんちゅワーフ 

・宿泊施設アンケート調査 

 チェックイン時にフロント等で QRコード読み取りによる調査 

調査施設：ココシャスモンパ、北谷ビーチサイドコンドミニアムホテルモンパ、 

ベッセルホテルカンパーナ沖縄、レクー沖縄北谷スパ＆リゾート、 

THE BLUE STEAK WONDER HOTELS、ビーチフロント、 

MBギャラリーチャタン byザ・テラスホテルズ、 

沖縄オーシャンフロントホテル 

調査期間 

・街頭アンケート調査 

令和４年９月２３日（祝）～９月２４日（土） 

令和４年１０月８日（土）～１０月９日（日） 

・宿泊施設アンケート調査 

令和４年１１月７日（月）～１１月２１日（月） 

回答数 
・街頭アンケート調査 Ｎ＝９８７ 

・宿泊施設アンケート Ｎ＝８９ 

回答の内訳 性

別 

男性 ４５２ （４２％） 女性 ６０６ （５６％） 

無回答 １８ （２％）    

年

齢 

１０歳代 １０３ （１０％） ２０歳代 ２６９ （２５％） 

３０歳代 ２３８ （２２％） ４０歳代 ２０２ （１９％） 

５０歳代 １４５ （１４％） ６０歳代 ８６ （８％） 

７０歳代 １９ （２％） ８０歳以上 ４ （0.5％） 

無回答 １０ （１％）    

居

住

地 

沖縄県内 ５６６ （５３％） 国内 ５０８ （４７％） 

国外 １ （0.1％） 無回答 １ （0.1％） 
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（２）訪問先 

県内居住者および国内外居住者どちらにおいても「美浜アメリカンビレッジ」が高い

数値を占めており、次いで県内居住者では「飲食店」「うみんちゅワーフ」、国内外居

住者では「サンセットビーチ」「飲食店」が多く選択されている。 

県内居住者はその他の数値も高くなっており、主な行き先として「映画」「イオン北

谷」との回答が多くなっている。 

 

■県内居住者（北谷町以外）の訪問先(n=541) 

 

 

■国内外居住者の訪問先(n=509) 
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（３）利用交通手段 

北谷町内を巡る際の利用交通手段について、県内居住者は「自家用車」と「徒歩」、

国内外居住者では「レンタカー」と「徒歩」となっており、コミュニティバスの利用率

は１％程度に留まっている。 

 

■北谷町を巡る際【県内居住者（北谷町以外）】(n=541) 

 

 

■北谷町を巡る際【国内外居住者】(n=509) 

 

  

1.7%

0.6%

2.0%

49.0%

0.6%

0.0%

0.4%

0.6%

50.8%

1.7%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス

コミュニティバス

美浜シャトルカート

自家用車

タクシー

レンタカー

知人等の送迎

レンタバイク・レンタサイクル

徒歩

その他

無回答

3.9%

1.2%

3.3%

2.6%

5.3%

44.0%

1.0%

2.2%

46.2%

0.2%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス

コミュニティバス

美浜シャトルカート

自家用車

タクシー

レンタカー

知人等の送迎

レンタバイク・レンタサイクル

徒歩

その他

無回答
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（４）必要なサービスや情報 

北谷町への来訪における必要なサービスや情報について、県内居住者では「観光地等

でのイベントや施設情報などの統一的な情報の提供」が 31.1％と最も多く、次いで「周

遊バスなど観光地を巡るバスの導入」「観光地のモデルコースの紹介など情報案内等の

充実」となっており、国内外居住者では「観光地のモデルコースの紹介など情報案内等

の充実」が 27.9％と最も多く、次いで「観光地等でのイベントや施設情報などの統一的

な情報の提供」「周遊バスなど観光地を巡るバスの導入」となっている。 

 

■必要なサービスや情報等【県内居住者（北谷町以外）】 

 

 

■必要なサービスや情報等【国内外居住者】 
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３－６ 関係団体（社会福祉協議会・観光協会）アンケート調査 

（１）調査概要 

町民や観光客等来訪者の定性的な利用特性、公共交通の問題点、公共交通の見直しに

当たっての留意すべき点などを把握するため、関係団体を対象に、アンケート調査を行

った。（以下、北谷町コミュニティバスに関連する対象のみを抜粋し掲載） 

対象者 
・北谷町社会福祉協議会 

・北谷町観光協会 

主な調査項目 
・調査方法…メール又は FAX による配布、回収（後日、対面ヒアリング） 

・調査期間…令和４年 11 月中旬～12月中旬 

 

（２）調査結果 

北谷町社会福祉協議会より、予約に関する課題が指摘された。 

北谷町観光協会より、観光客利用に関する懸念点が示唆された。また、インバウンド客の利

用促進についても意見を得られた。 

■北谷町社会福祉協議会 

・予約が取りにくい。もっと簡単な予約方法があるとよい。 

 

■北谷町観光協会 

・9 月のシルバーウィーク以降、平日・土日祝日ともに観光客は増加傾向にある。 

・公共交通との連携・協力に関して、北谷町観光情報センターでバス時刻やバス停の案内、目

的地までのアクセスルートの案内が考えられる。 

・北谷町コミュニティバスは地元住民が乗車するため、来町の観光客は地元住民に対してのコ

ロナ感染を気にしてしまい乗れないのではないかと意見がある。 

・北谷町コミュニティバスは運行時間帯の拡張や予約方法、多言語受付対応等を考慮し、イン

バウンド観光客が利用できるように改善いただきたい。 

 

  



 

42 

 

３－７ 交通事業者アンケート調査 

（１）調査概要 

町民や観光客等来訪者の定性的な利用特性、公共交通の問題点、公共交通の見直しに

当たっての留意すべき点などを把握するため、運行事業者や関係団体を対象に、アンケ

ート調査を行った。 

対象者 ・北谷町コミュニティバス：㈱琉球バス交通 

主な調査項目 
・調査方法…メール又は FAX による配布、回収（後日、対面ヒアリング） 

・調査期間…令和４年 11 月中旬～12月中旬 

 

（２）調査結果 

運行稼働率は 100%という現状が確認できた。一方、デマンド型運行開始時と現在を比較す

ると、コロナ禍の規制緩和に伴う交通量の変化から、運行における課題（運行時間や乗務員の

稼働等）がうかがえた。 

■北谷町コミュニティバス（琉球バス交通） 

・運行の稼働率は 100％。 

・コロナ禍以前と利用者層に大きな変化はない。高齢者利用が多い。 

・コロナ禍からの規制緩和によって人の動きが活発になり、交通量が増えてきた。渋滞が起き

やすくなっている。これにより、これまで対応できていた予約も時間が間に合わないケース

が増えた。併せて、乗務員の休憩確保も難しくなっている。 

・既存の路線バスと重複している区間は互いに効率が落ちていると思われる。路線バスとの役

割分担を考えながら取り組む必要がある。 

・コミュニティバス利用促進の一環として、路線バスとの共通利用が可能な OKICA の導入を

提案する。 
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４ デマンド型運行に対する事業評価 

４－１ デマンド型運行の評価 

  デマンド型運行について、コミュニティバス導入時に掲げた量と質の評価の視点から評価す

る。 

  量の評価（目標値：収支率 25％以上）については、令和３年度が 5.2％、令和４年度が 8.3％

（見込み）と未達成となっている。 

  質の評価について、「高齢者の健康増進及び生きがいづくり効果」「観光地としての魅力向

上効果」「地域間交流の促進効果」の観点から整理すると、次のような効果が期待される。 

 

 【質の評価】 

① デマンド型運行の利用は増加傾向にあり、高齢者等の利用は多く、交通弱者の移動手段とし

て寄与している 

・70代以上の高齢者層の利用が半数程度を占めており、路線定期型からデマンド型に変更

後、延べ利用者数が増加していることから、高齢者等の外出機会の増加にも寄与している

ことが想定される。 

・アンケート調査から、路線定期型よりデマンド型の運行形態の方が利用しやすく、満足度

も高いことから、高齢者等の貴重な交通手段になっている。 

・コミュニティバスの利用ニーズは、運転免許や自家用車を所有していない町民が多く、登

録者の登録理由として、車移動が困難（もしくは将来の移動へに不安）であることがあげ

られ、今後の利用需要の拡大が見込まれる。 

 

② 観光客に周遊促進に向けて、宿泊・観光施設と連携した引き続きの検討が必要 

・観光客の利用は少なく、町内の周遊手段としての利用割合も少ないことから、利用促進に

向けた周知や周遊のための情報発信が課題である。 

・観光協会のアンケート調査から、コロナ禍において、観光客がコミュニティバスの利用を

控えていたことも想定されるため、引き続き宿泊施設や観光施設等との連携強化なども見

据えた検討が必要である。 

 

③ 日常の買物・通院や公共施設利用が多く、商業の活性化や日常の交流機会の創出に寄与し

ている 

・登録者の利用頻度は週に１日以上日常的な利用をする方の割合が約 25％、主に、買物・通

院や公共施設の利用を目的としており、日常生活の利便促進に寄与している。 

・特に、買物目的が４割と高く、商業施設が立地する美浜区関連を中心に商業活性化に寄与

することも期待できる。 

・一方で、事前予約の方法や乗降地点の拡大、時間帯の拡大等により、より利用者の増加を

図ることで、地域間交流の促進も期待できる。 
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４－２ デマンド型運行に対する課題 

（１）現状から見える課題の整理 

北谷町コミュニティバスの利用状況の整理及び本業務で実施した町民アンケート調査、コミュニティバス登録者アンケート調査、観光客アンケート調査、民生委員・児童委員アンケート調査、交通事業者ア

ンケート調査の結果を踏まえ、デマンド型運行に対する課題について整理する。 

 

 

 

 

 

  

１ 利用状況の整理 

○令和３年７月１日から区域運行（デマンド型）に変更となってから、令和４年 12 月時点

までで登録者数 1,842人。 

○町全体で 70代の割合が多く、70代以上の高齢者層で半数程度を占める。 

○平日の車両稼働率は 100％で、更なる利用者増に向けては乗合率の向上が必要。 

○日平均 1 回以上利用されている乗降所は、全乗降所 66 カ所のうち 35 カ所であり、日平均

で 1 回に満たない乗降所は 31カ所。 

○運行開始から現在まで利用人数および運賃収入は概ね毎月増加傾向にあり、令和３年12月

と令和４年 12月の比較では、利用者数・運賃収入ともに 1.23 倍に増加。 

○運賃収入は再編前と比べて増加しているが、それに比例して運行委託料が 33,170 千円と

大幅に増加しており、収支率の改善が急務となっている。 

○１便あたり「１人乗り」で利用する方が最も多くなっているが、「２人乗り」以上の相乗

り率では約 60％を占めている。 

２ 実態調査の結果概要 

【町民アンケート調査】 

○認知度は、約半数の人が「知っている（50.6％）」と回答したものの、「知らない（初めて聞いた）」と回答した方の割合が４割存在。 

○運行形態の利用意向は、「路線バス型（22.9％）」と「区域運行（デマンド型）（22.5％）」とほぼ同数。 

○維持・充実させるための方法は、「行政（税金）に加えて、住民、企業などで不足分を負担する（23.6％）」が最も多い。 

【コミュニティバス登録者アンケート調査】 

○登録理由としては車移動が困難といった登録理由が 70％以上と多い一方、将

来の移動に不安を抱え登録に至った方も 11％存在。 

○利用しやすい運行形態として、路線バス型より現状のデマンド運行のほうが

利用しやすいとの回答が２倍以上。 

○今後の利用意向として「今後も変わらず利用したい」、「利用回数が増える

と思う」があわせて 88％存在。 

○「もっと遅い時間まで運行してほしい」、「予約受付時間を拡大してほし

い」との改善要望が比較的多い。 

○1回あたりの許容乗車運賃では「200～299 円」との回答が半数程度。 

【民生委員・児童委員アンケート調査】 

○日常的な買物（店舗）の移動手段は、「家族等による送迎」が 75.0％で「北谷町コミュニティバス」は 31.3％。通院の移動手段は、「家族等に

よる送迎」が 81.3％で「北谷町コミュニティバス」は 18.8％。 

○公共交通の利便性は、「やや不便」と「不便」と回答した方の割合が約８割（回答者 13人）を占める。 

【観光客アンケート調査】 

○北谷町内を巡る際の利用交通手段として、コミュニティバスの利用率は１％程度に留まっている。 

【関係団体（社会福祉協議会・観光協会）アンケート調査】 

○予約が取りにくい。もっと簡単な予約方法があるとよい。 

○運行時間帯の拡張や予約方法、多言語受付対応等を考慮し、インバウンド観光客が利用できるように改善いただきたい。 

【交通事業者アンケート調査】 

○コロナ禍からの規制緩和によって人の動きが活発になり渋滞が起きやすく、これまで対応できていた予約も時間が間に合わないケースが増えた。 

○既存の路線バスと重複している区間は互いに効率が落ちており、路線バスとの役割分担を考えながら取り組む必要がある。 

３ デマンド型運行に対する課題 

①運賃体系及び運行委託料の見直しによる

収支率の改善が必要 

 

②平日に比べ土日祝日の利用率が低いこと

による運行サービスの見直しが必要 

 

③予約不成立の減少に向けた予約システム

の改善が必要 

 

④観光客の利用率が低いことによる運行情

報案内の改善が必要 

 

⑤渋滞緩和及び潜在需要の転換を促す利用

促進策の展開が必要 

。 

▼利用人数と運賃収入は増加傾向 ▼運行委託料等の増加による収支率の低下 

▼北谷町コミュニティバス（デマンド型）の将来需要は極めて高い 



 

45 

 

（２）デマンド型運行に対する課題の詳細 

①運賃体系及び運行委託料の見直しによる収支率の改善が必要 

デマンド型運行に移行してから利用者数は増加傾向にあるが、令和４年度の運行委託

料は 33,170 千円（見込み)となっており、収支率（運賃収入/運行委託料）は 8.3％（見

込み)で、目標値 25.0％には達していない状況である。 

現在 2名常駐のオペレーター型予約システムを採用しており、運行委託事業者と予約受

付委託事業者それぞれに委託料が発生している状況であることから、路線定期型よりも

高騰している。 

また、路線定期型よりも満足度が高く利用者ニーズに適したサービスを提供している

デマンド型運行であるが、乗車運賃は 200 円のままとなっている。 

これら、運行委託料の見直しによる経費の圧迫を改善することに加え、町民アンケー

ト調査より許容乗車運賃は「200～299 円」との回答が約半数となっていることから、300

円への増額による収支率の改善が必要である。 

 

②平日に比べ土日祝日の利用率が低いことによる運行サービスの見直しが必要 

北谷町コミュニティバスの日平均利用者数は平日で約 60人/日、土曜日が約 48人/日、

日曜祝日が約 35人/日と平日のほうが多い状況となっている。 

また、運行時間帯は主要施設の開庁・営業時間、これまでの見直し経緯により午前８

時から午後６時までとしているが、北谷町コミュニティバス登録者アンケートより、夜

間の時間帯について拡大を希望する声が多くなっている。 

運行サービスの見直しとして、毎日運行を平日・土曜日のみ運行に変更し財政支出を

抑制することや、運行時間帯の拡大の検討が必要である。 

運行時間帯の拡大については、あわせて予約時間帯の見直しも行う必要がある。 

 

③予約不成立の減少に向けた予約システムの改善が必要 

コミュニティバスの利用者数は増加傾向にあることにより、希望時間に予約ができな

い予約不成立も月に 269件存在（R4.12実績）しており増加の傾向にある。 

現在の予約システムでは、オペレーターが電話で受付をし、手動で時刻・発着地点等

を入力し運行経路を決定している状況であるため、電話がつながらない場合や非効率な

運行となっている可能性がある。 

そのような状況を改善するため、AI を活用した配車システムや Web からも予約可能な

媒体を構築することで、なるべく多くの利用者を受け入れることが必要である。 
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④観光客の利用率が低いことによる運行情報案内の改善が必要 

コミュニティバス導入目的の１つとして、【観光客の移動の利便性・回遊性向上】を

設定しており、観光客の移動の利便性・快適性の向上を目指すことを目的としているが、

観光客アンケート調査結果から、北谷町内を巡る際の利用交通手段として、コミュニテ

ィバスの利用率は１％程度に留まっている。 

観光客に対してコミュニティバスに関する十分な情報が行き届いていない可能性があ

ることから、利用率向上を目指した運行情報案内の改善・強化が必要である。 

しかしながら、前述している収支率の改善が急務であることから、まずは日曜・祝日

の運行を廃止し生活交通としての運営が軌道に乗ってから、段階的に観光客を取り込む

ための見直しを行うことが望ましいと考えられる。 

 

⑤渋滞緩和及び潜在需要の転換を促す利用促進策の展開が必要 

本町のみならず、県全体の問題認識として道路渋滞の課題がある。町民アンケート調

査の結果においても、買い物時の利用交通手段は「自分で車を運転」が 79.0％で「北谷

町コミュニティバス」が0.9％。通院時の利用交通手段でも「自分で車を運転」が 75.4％

で「北谷町コミュニティバス」が 1.2％となっており、自家用車依存度が高い状況である。 

利用するための条件としても「運転ができなくなったら利用する」との回答が最も多

くなっているが、公共交通への転換を促す策として北谷町コミュニティバスに触れる

“きっかけづくり”や、運転が環境面・健康面に及ぼす影響といったものを周知し、公

共交通の必要性・存在意義を発信していくことが必要である。 
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４－３ 運用システムの評価 

（１）調査概要 

デマンド型システムについては、「AI 型システム」「オペレーター運用型システム」

「タクシーシステム改良型（既存の配車システムを改良したシステム）」があり、北谷

町コミュニティバスはオペレーター運用型システムを適用している。 

 システムの特徴 県内事例 

ＡＩ型システム 

・メーカー各社の AI によるルート最適化の機能を有する 

・配車ルート及び配車候補の車両はシステムが選定 

・近年、AI 機能を有するメーカーが数多く参入 

与那国町、 

浦添市 

オペレーター運用型 

システム 

・20 年前にデマンド交通が全国で初めてスタートして以

来のシステムの原型 

・地図上に算出されたルート、所要時間などを閲覧しなが

らオペレーターが配車車両を選定 

北谷町、 

南城市 

タクシーシステム 

改良型 

・タクシー会社がデマンド受付業務を請け負うケースがあ

ることから、タクシー無線やタクシー配車システムなど

のメーカーが要望を受けて、自社システムをデマンド受

付用にカスタマイズしたシステム 

なし 

 

 

■AI型システムのメーカー提供資料 
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（２）運用システムの評価 

運行委託料の増加の一番の原因として、運行事業者と予約受付事業者の２社で運用し

ていることが挙げられる。オペレーター２人/日体制となっているが、システムの見直し

や Web予約システムを導入することで人件費の削減が期待され、財政支出に寄与できる。 

それぞれのシステムについてメリットとデメリットを整理し、相対比較としてイニシ

ャルコストや利用者および運用者の使いやすさ等を評価し、最適なシステムを検証する

必要がある。 

 

■デマンド型運用システムの特徴とメリット・デメリット 

 
ＡＩ型システム 

オペレーター運用型 

システム 
タクシーシステム改良型 

メリット 

○配車操作はシステムが

候補を算出するため、

オペレーターの負担が

少ない 

○人件費の削減が期待で

きる 

○オペレーターによる柔

軟な配車が可能 

○同システムを導入して

いる地域では比較的乗

合率の高い導入地域が

多い 

○タクシー会社が受付業

務を行う場合、導入時

の操作習得における負

担が少ない 

○低コストでの導入が可

能 

デメリット 

●システムのロジック、

制限、システムの判断

により本来乗れるはず

の利用者が乗れないケ

ースが発生 

●アプリ予約を前提とし

ているため電話予約に

対する機能連携が弱い 

●予約時間確定型が多い

ため、早く予約をした

利用者が優先されてし

まう傾向があり、乗合

率の低下、お断り率の

増加が発生する場合が

ある。 

●オペレーターによるシ

ステム利用が前提のた

め、人件費負担が発生 

●効率のいい運行を実現

するため、デマンド導

入前にオペレーターへ

の指導や勉強会が必要 

●時間指定の配車を行う

場合に運用による工夫

が必要となる場合があ

る 

●車載端末（タブレッ

ト）を有さないシステ

ムがあり、配車につい

ては完全手動 

●データ出力・分析機能

がデマンド交通専門の

システムに比べて弱

く、データ出力の種類

が少ない 

●オンプレミスのシステ

ムの場合、ハードウェ

アの故障などのリスク

がある 
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５ 北谷町コミュニティバス導入検討事業に対する事

業評価 

５－１ 量の評価・質の評価 

（１）評価指標の達成状況 

コミュニティバス導入検討事業に対する達成状況の評価として、目標に対する「収支

率」の低迷、コロナ禍の影響による「老人福祉センター等への社会活動への行き易さ」

及び「観光客数、観光施設等への回遊性等」の指標について未達成の状況にある。 

しかしながら、利用者数は増加傾向で満足度も高いことから、将来的な収支率の改善

は見込まれる。 

また、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが５類に引下げられる等により、

町民や観光客の行動がさらに緩和されることが予想され、段階的に観光客等、町外への

アプローチを強化することで回遊性の向上が期待される。 

 

■コミュニティバス導入の評価 

量の評価 収支率 25％以上 ・令和３年度が 5.2％、令和４年度が 8.3％

と回復の傾向にあるが、大きく目標を下

回っている。 

質の評価 高齢者等の外出回数の増加 ・登録者及び利用者数ともに増加傾向にあ

り、70 代以上が半数程度と、高齢者の外

出は促進されている。 

老人福祉センター等への 

社会活動への行き易さ 

・コロナ禍のため、イベント等にも影響し

ており、老人福祉センター等の乗降は減

少している。 

観光客数、観光施設等への

回遊性等 

・コロナ禍のため、回遊性に関する評価は

困難であるが、観光客のコミュニティバ

ス利用は極めて少ない。 

コミュニティバスに対する

運行満足度 

・コミュニティバスに対する満足度は、非

常に高い評価となっている。 

コミュニティバス利用者数 ・これまでコロナ禍の影響により利用者数

が減少していたが、外出自粛の緩和から

利用者数は増加傾向にある。 
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（２）運行システムの比較 

「量の評価」としては収支率・運行委託料・利用者数等を評価している。前述したよ

うに、デマンド型運行に移行してから利用者数は増加傾向にあるが、令和４年度の運行

委託料は 33,170 千円となっている。利用者増加に伴い、収支率は改善の傾向にあるが、

未だ目標には及ばない数値となっているため、運行委託料に係る運用システムの見直し

改善が課題である。 

「質の評価」としては速達性・利用の分りやすさ・運行満足度等を評価している。予

約が必要なデマンド型運行は、その予約の煩わしさが伴ってくるが、実際に利用してい

る方の満足度は路線定期型運行に比べて非常に高く、高齢者等の外出機会の増加にも寄

与している。 

しかしながら、利用が少ない曜日や観光客を取り込めていない状況が課題として残っ

ており、非利用者の「デマンド型の利用は難しい」といったイメージの払しょくによる

生活交通としての運営の確立、その後、段階的な観光客を取り込むための情報発信を強

化等、引き続き宿泊施設や観光施設等と連携していくことが持続性向上のための課題で

ある。 

 

■「量」と「質」の評価によるシステムの比較 

 評価指標 路線定期型運行（R2） デマンド型運行（R4） 変容 

量
の
評
価 

事
業
性 

収支率 8.9％ △ 8.3％（見込み） △ → 

運行委託料 2,191 万円 △ 3,317 万円 △ ↓ 

利用者数 15,149人（359日） ○ 
23,000 人 

（R4 見込み） 
○ ↑ 

交通事業者への影響 
路線バスとの競合に

よる影響は少ない 
△ 

路線バス事業者への

影響が懸念 
△ → 

質
の
評
価 

利
用
者
の
利
便
性 

①デマンド型運行の利用は増加傾向にあり、高齢者等の利用は多く、交通弱

者の移動手段として寄与している 
－ 

運行満足度 
運行本数、運行時間

帯でやや評価が低い 
△ 

相対的に高い評価 
○ ↑ 

利用の分かり易さ 
路線バスと同様で利

用し易い 
○ 

予約が必要など 
△ ↓ 

②観光客に周遊促進に向けて、宿泊・観光施設と連携した引き続きの検討が

必要 
－ 

観光客数、観光施設

等への回遊性 

観光客のうち 1.9％と

少ない（H29 調査） 
－ 

観光客のうち 1.2％と

少ない（R4 調査） 
－ → 

③日常の買物・通院や公共施設利用が多く、商業の活性化や日常の交流機会

の創出に寄与している 
－ 

目的地までのアクセ

ス性（速達性） 

目的地までデマンド

型運行と比較し、所

要時間が掛かる場合

がある。 

× 

路線定期型運行より

所要時間が掛からな

い可能性が高い。 
○ ↑ 

老人福祉センター等

への社会活動への行

き易さ 

4.5回/日 

－ 

2.5 回/日 

－ → 
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５－２ クロスセクター効果の分析 

北谷町コミュニティバスの存在意義を検証するために、クロスセクター効果の分析を

実施する。 

 地域公共交通のクロスセクター効果とは、地域公共交通を廃止したときに追加で必要

となる多様な行政部門の分野別代替費用と、運行に対して行政が負担している財政支出

を比較することにより把握できる地域公共交通の多面的な効果であり、これらを定量的

に提示することで、地域に応じた支援の必要性を可視化することができる。 

 

（１）公共交通の公的負担額 

コミュニティバスの総利用者数（人/年） 23,000（R4見込） 

財政支出（千円）【運行委託料－運賃収入】 30,170（R4見込） 

 

（２）公共交通が廃止となった場合に、追加的に必要となる財政負担額の算出 

分野 公共交通が廃止になった場合に、追加的に必要となる項目 
費用 

（千円/年） 

医療 

通院のためのタクシー券配布 

現在、コミュニティバスを利用して通院している人を対象に、タクシ

ー券を配布するとして計上（１人当たり 1 回の移動につき 1,000 円券

補助するとして想定） 

・コミュニティバス利用者の通院目的割合（17.3％）＝3,979 人/年 

3,979 

商業 

買い物のためのタクシー券配布 

現在、公共交通を利用して買い物している人を対象に、タクシー券を

配布するとして計上（１人当たり 1 回の移動につき 1,000 円券補助す

るとして想定） 

・コミュニティバス利用者の買い物目的割合（24.3％）＝5,589人/年 

5,589 

移動販売サービス実施支援 

現在、公共交通を利用して買い物している人を対象に、移動販売サー

ビスに係る基本配送料金を支援するとして計上（イオンネットスーパ

ーを参考に試算） 

・コミュニティバス利用者の買い物目的割合（24.3％）＝5,589人/年 

・基本配送料金 330円（税込） 

1,844 

福祉 

通院・買い物以外の移動目的のためのタクシー券配布 

現在、公共交通を利用して公共施設や私事目的で移動している人を対

象に、タクシー券を配布するとして計上（１人当たり 1 回の移動につ

き 1,000 円券補助、以下の半数が利用するとして想定） 

・コミュニティバス利用者の公共施設利用等の目的割合（21.6％） 

＝4,968 人/年 

2,484 

分野別代替費用合計値 13,896 
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（３）クロスセクター効果 

 （１）および（２）の比較結果により、公共交通が廃止となった場合のクロスセクタ

ー効果は、年間約－16,274 千円と算出される。 

 試算結果として、クロスセクター効果の値が負であることから、現在公共交通におけ

る町の負担額は【地域を支える効果的な支出】としては負担が過大であると考えられる。 

 

■公共交通が廃止となった場合のクロスセクター効果 

 

 

 

  

【分野別代替費用】 

公共交通が存在することにより、軽減されてい

る行政負担額の総費用 

（13,896 千円） 

 

【公共交通への財政支出】 

北谷町が行っているコミュニティバスへの赤字補

助額 

（30,170 千円） 

 

【クロスセクター効果】 

分野別代替費用－公共交通への財政支出 

（ー16,274 千円） 

 費用 

（千円） 

財政支出（A） 30,170 

分野別代替費用（B） 13,896 

 医療 3,979 

商業 7,433 

福祉 2,484 

クロスセクター効果 

（B-A） 
ー16,274 

 

※上記試算は各施策を考慮したものではなく、あくまでも 

現状の利用実績等から推計したものである。 
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（４）タクシー助成事業に変更した場合の財政負担額 

クロスセクター効果の分析に合わせて、北谷町コミュニティバスを廃止しタクシー助

成事業に転換した場合の財政負担額について試算する。 

ただし、現在の実利用者約 1,000 人のみならず、助成対象者として 75 歳以上の高齢者

等を対象としてタクシー券の交付を検討する必要があるため、令和 2 年度国勢調査のデ

ータより 2,807 人を対象として捉え、嘉手納町の実証実験を参考に、そのうち 25％が利

用すると仮定し試算する。 

その結果、タクシー助成事業による年間の財政負担額は月 16 枚配布で 67,368 千円/年、

月８枚配布で 33,684 千円、月４枚の配布で 16,842 千円/年となった。 

月８枚の配布で現在のコミュニティバス財政負担額と同程度になるが、現在北谷町内

にはタクシー事業者１社のみであり、タクシー助成事業に変更することでタクシー車両

の不足や道路渋滞等への影響が懸念される。 

 

■運行イメージ及び財政負担額の試算 

運行エリア 北谷町全域 

対象者 北谷町在住の 75歳以上の高齢者 

（デマンド利用の多い後期高齢者と設定） 

運行事業者 タクシー事業者 

利用可能な区間 「発地」または「着地」どちらかが北谷町（あるいは一部地域）内 

財政負担額の 

シミュレーション 

嘉手納町と同様に、500 円の助成券を交付した場合（75 歳以上）の

財政負担額（１日２枚×週２日×月４週＝16枚） 

助成券 
対象者全員が利用し

た場合※１ 

対象者の 25％が利用した場

合（嘉手納町参考）※２ 

月 16枚配布の場合 269,472千円 67,368 千円 

月８枚配布の場合 134,736千円 33,684 千円 

月４枚配布の場合 67,368 千円 16,842 千円 

※１ 対象者全員が利用した場合（人口は R2 国勢調査の数値） 

【月 16枚配布の場合】 

 500円×16枚×12 か月×2,807 人＝269,472,000 円 

【月８枚配布の場合】 

 500円×８枚×12か月×2,807人＝134,736,000 円 

【月４枚配布の場合】 

 500円×４枚×12か月×2,807人＝67,368,000円 

※２ 対象者の 25％が利用した場合（嘉手納町参考） 

【月 16枚配布の場合】 

 269,472,000円×25％＝67,368,000 円 

【月８枚配布の場合】 

 134,736,000円×25％＝33,684,000 円 

【月４枚配布の場合】 

 67,368,000 円×25％＝16,842,000 円 
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≪財政負担額シミュレーションの利用率変動パターン≫ 

助成券 
10％利用 

（10 人に 1 人） 

20％利用 

（5 人に 1人） 

25％利用 

（4 人に 1 人） 

33％利用 

（3 人に 1人） 

50％利用 

（2 人に 1人） 

月 16 枚配布の場合 26,947千円 53,894 千円 67,368 千円 88,926千円 134,736千円 

月８枚配布の場合 13,474千円 26,947 千円 33,684 千円 44,463千円 67,368千円 

月４枚配布の場合 6,737千円 13,474千円 16,842 千円  22,231 千円 33,684千円 

↑嘉手納町の参考値 
 

 

 

■沖縄県内の高齢者タクシー料金助成事業の概要（障がい者等を対象にした福祉サービス除く） 

自治体名 事業名 対象者 助成内容 

嘉手納町 

高齢者外出

支援タクシ

ー料金助成

事業 

下記、全ての条件に該当する方 

・70歳以上のみの世帯の方 

・１年以上前から嘉手納町に在住の方 

・「嘉手納町高齢者外出支援事業」などの

他の移動支援サービスを利用していない方 

・自家用車を保有していない世帯の方 

・ご自身でタクシーの乗り降りができる方 

・町民税非課税世帯の方 

・１枚 500 円の助成券を

１か月当たり６枚交付 

・助成額を超える金額は

自己負担 

・助成券は１回の乗車に

つき、１枚限り利用可能 

・R1 の実証実験では約

25％の方が利用 

南風原町 

高齢者外出

支援タクシ

ー料金助成

事業 

下記、全ての条件に該当する方 

・75歳以上の方のみで構成される世帯の方 

・住民税非課税世帯 

・世帯内に自家用車を所有している方がい

ないこと 

・南風原町内及び近隣市町村に自家用車を

所有する協力的な親族等がいないこと 

・１枚 560 円の助成券を

１世帯当たり月４枚（２

往復分）交付 

・助成額を超える金額は

自己負担 

西原町 

高齢者移動

支援事業※ 

・75歳以上の方 ・１枚 500 円券を１人に

つき 2,000 円を交付（チ

ケット４枚綴り１セッ

ト） 

沖縄市 

高齢者移動

支援事業※ 

下記のいずれかに該当する世帯 

・家族全員が 65歳以上の世帯 

・障がい者手帳が交付されている方がいる

世帯 

・母子健康手帳が交付されている妊婦がい

る世帯 

・１歳未満の子がいる世帯 

・560 円×10 枚 

宮古島市 

高齢者外出

支援タクシ

ー利用助成

事業 

・65歳以上の高齢者で、協力的な親族がい

ない要介護認定を受けていない方。 

・要支援１・２の方 

 （非課税世帯の方のみ対象） 

・年間を通し 36枚から 72

枚までの範囲でタクシー

利用券（初乗り分相当）

を配布。学区別に支給限

度枚数は異なる。 

・利用券を超えた料金は

全額自己負担 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響による事業者支援の観点から実施 
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５－３ コミュニティバス導入検討事業に対する事業評価 

これまで町が取り組んできた「路線定期型による運行」及び「デマンド型による運行」の実証事業に対して、次年度の運行計画作成または代替案の提案ため、コミュニティバス導入検討事業そのものに対す

る事業評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ コミュニティバスの導入の基本方針 

①交通弱者等の生活の質の維持・向上 

自家用車を運転できない交通弱者や、運転に不安がある方の日常生活及び社会生活に必要な移動手段を確保することで、生活に質の維持・向上を目指す。 

②交通空白地域の改善・解消 

どの地域に住む町民でも公共交通を通して外出できるよう、公共交通空白地域の改善・解消を図りつつ、町民生活に密着した施設へのアクセスの充実を目指す。 

③観光客の移動の利便性・回遊性向上 

便利で利用しやすい公共交通は、観光振興の基盤として重要であり、観光資源をつなぐコミュニティバスの導入によって観光客の移動の利便性・快適性の向上を目指す。 

④公共交通全体の活性化 

コミュニティバスと路線バスの共存・連携と役割分担により、面的な公共交通ネットワークを形成し、町内の公共交通全体の活性化を促すことを目指す。 

２ 路線定期型の評価 

【見直しの経緯（当時の課題）】 

○「バス停」や「便」を廃止しても、運行時間を縮小しない限り、運行経費の大きな削減が見込めない。 

○元々の利用者の満足度向上は見られるが、新たな利用者の創出による収支率改善には至っていない。 

○運行本数の増便、逆向きルートの新設、新たなバス停の追加が必要。 

 →路線定期型による運行形態では課題を解消できなかった。 

【量の評価】 

○収支率・・・H29 年度：7.3％、H30年度：6.0％、R1年度：8.1％、R2年度：8.9％。 

○運行委託料は 3,000万円以下で利用者数は 18,000 人程度（R1実績） 

○路線バスとの競合による影響は少ない。 

【質の評価】 

○目的地までのアクセス性の面で、デマンド交通よりも所要時間が掛かる場合がある。 

○町民アンケートでは若干ではあるが、路線定期型の意向が高い。観光客の利用率が低い。 

○路線バスと同様の運行形態であるため、わかりやすく利用しやすいが、運行本数・時間帯の面でやや満足度が低い。 

３ デマンド型の評価 

【デマンド型運行の評価】 

○運賃体系及び運行委託料の見直しによる収支率の改善が必要。 

○平日に比べ土日祝日の利用率が低いことによる運行サービスの見直しが必要。 

○予約不成立の減少に向けた予約システムの改善が必要。 

○観光客の利用率が低いことによる運行情報案内の改善が必要。 

○渋滞緩和及び潜在需要の転換を促す利用促進策の展開が必要。 

【量の評価】 

○収支率・・・R3年度：5.2％、R4年度：8.3％(見込み)。 

○運行委託料は 3,000万円以上で利用者数は 23,000 人程度（R4見込み） 

○路線バス事業者への影響が懸念される。 

【質の評価】 

○路線定期型運行より所要時間が掛からない形態であるが、利用者数の増加・外出自粛の緩和により遅れが生じる場合がある。 

○登録者アンケートでは、デマンドの意向が高い。観光客の利用率が低い。 

○認知度の低さ及び利用の仕方がわかりにくいとの声があるが、利用者満足度は非常に高く存続を求められている。 

５ その他効果 

○公共交通が廃止となった場合のクロスセクター効果は

年間約－16,274 千円となり、【地域を支える効果的な

支出】としては負担が過大であると分析 

○タクシー助成事業に変更した場合の年間支出額は、月

８枚配布で 33,684千円と同水準の財政負担額となる。 

令和５年９月まで現行の運行を継続し 

10 月より条件付き本格運行へ移行する 

４ 

○収支率は回復の傾向にあるが、大きく目標を下回って

いる状況。 

 

○高齢者の貴重な交通手段になっている。 

 

○コロナ禍のため、イベント等にも影響しており、老人

福祉センター等の乗降は減少している。 

 

○観光客のコミュニティバス利用は極めて少ない。 

 

○利用者満足度は、非常に高い評価となっている。 

 

○コロナ禍の影響により利用者数が減少していたが、外

出自粛の緩和から利用者数は増加傾向にある。 
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５－４ コミュニティバスの今後の方向性 

（１）方向性 

これまでの検討・分析の結果、利用者満足度は非常に高く、利用者数及び収支率の向

上は現れていることから事業の継続が望ましい。 

しかしながら、目標値である収支率 25％には届いていない状況にあり、観光客ニーズ

との乖離や町民への周知不足、さらに運行委託料の増加が課題として残っている。 

これらの課題を改善していかなければ、将来にわたり持続性を確保することが困難で

あるため、収支率について、段階的に目標を立て改善していく方向性を提示する（R7 年

度：15％以上、R10 年度 20％以上等）。 

改善策としては、車両のダウンサイジング等による委託費の削減案、企業からの協賛

金による運賃外収入の確保（車内外広告、バス停オーナー制度、企業版ふるさと納税

等）、基本運賃の値上げ等を検討していく。 

また、コミュニティバス導入検討時の目的として４つの基本方針を掲げこれまで事業

に取り組んできたが、昨今の新型コロナウイルス感染症拡大の影響による観光産業の低

迷や在宅ワークの普及等の社会情勢の変化、更なる人口減少・高齢化の進展、交通事業

者における運転手不足等、公共交通を取り巻く状況が変化していることから、本事業に

おける基本方針及び評価指標を刷新し、次年度以降の運行計画を策定する。 

 

（２）新たな基本方針 

①交通弱者等の生活の質の維持・向上 ≪継続≫ 

自家用車を運転できない交通弱者や、運転に不安がある方の日常生活及び社会生活に

必要な移動手段を確保することで、生活の質の維持・向上を目指す。 

 

②公共交通空白地域の改善・解消 ≪継続≫ 

どの地域に住む町民でも公共交通を通して外出できるよう、公共交通空白地域の改

善・解消を図りつつ、町民生活に密着した施設へのアクセスの充実を目指す。 

 

③公共交通全体の活性化 ≪継続≫ 

コミュニティバスと路線バスとの共存・連携と役割分担により、面的な公共交通ネッ

トワークを形成し、町内の公共交通全体の活性化を促すことを目指す。 

 

④将来的な観光ニーズの取り込みに向けた事業の安定化 ≪変更≫ 

観光振興の基盤として公共交通は重要であると捉えているが、社会情勢の変化等を踏

まえると、生活交通としてサービスを確立させることが最優先であり、第 2 ステップと

して観光ニーズの取り込みが求められてくる。 

そのため、今後のコロナ緩和や博物館建設などにより回復する観光ニーズの将来的取

り込みに向け、持続可能な事業として収支率や運賃収入等の安定化を目指す。 
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（３）新たな評価指標 

新たに定めた４つの基本方針に基づき、評価指標における「量の評価」「質の評価」

においても以下の新たな指標を定めた。 

■新たな評価指標と将来目標 

評価指標 
現状値 

（R4 見込み） 

短期目標 

（R7） 

中・長期目標 

（R9） 

基本方針 

① ② ③ ④ 

量

の

評

価 

利用者数（平日・土のみ） 63人/日 70人/日 80 人/日 ○    

利用登録者数 
1,850 人 

（推計） 
2,600 人 3,000 人 ○    

運行委託料 3,317 万円 現状維持 現状維持    ○ 

収支率※ 

（運賃外収入含む。） 
8.3％ 10％以上 20％以上    ○ 

相乗り率 66.8％ 70％以上 75％以上   ○  

質

の

評

価 

買い物・通院時におけるコミュ

ニティバスの選択率（平均値） 

1.1％ 

(町民アンケート) 
3.0％以上 5.0％以上 ○ ○ ○  

コミュニティバスに対する

認知度 

50.6％ 

(町民アンケート) 
60％以上 75％以上 ○ ○   

コミュニティバスに対する満足度

（満足・やや満足の平均値） 

65.7％ 

(登録者アンケート) 
70％以上 80％以上 ○ ○ ○  

バス同士の乗り継ぎのしやすさ満

足度 

28.7％ 

(町民アンケート) 
30％以上 35％以上   ○  

※収支率＝（（運賃収入＋運賃外収入（補助金含む）） / 運行経費 ）×100 
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■収支シミュレーション 

（前提条件）運賃外収入（R7:1,000 千円/年、R9:1,500 千円/年）と仮定 

     運行委託料（28,427 千円/年）と仮定【33,170/（6/7）平日・土のみ】 

基本運賃利用者 20％・その他割引対象利用者 80％と仮定 

平日・土曜日のみ 294 日と仮定 

○短期目標 10％以上 

運賃 利用者数 
運賃収入 

(A) 

運賃外収入 

(B) 

運行委託料 

(C) 

収支率 

((A+B)/C) 

200 円の場合 
20,580 人/年 

（70 人/日） 

(基)823 千円 

(割)1,646 千円 
1,000 千円 28,427 千円 12.2％ 

300 円の場合 
20,580 人/年 

（70 人/日） 

(基)1,234 千円 

(割)2,470 千円 
1,000 千円 28,427 千円 16.5％ 

○長期目標 20％以上 

運賃 利用者数 
運賃収入 

(A) 

運賃外収入 

(B) 

運行委託料 

(C) 

収支率 

((A+B)/C) 

200 円の場合 
23,520 人/年 

（80 人/日） 

(基)941 千円 

(割)1,882 千円 
1,500 千円 28,427 千円 15.2％ 

300 円の場合 
23,520 人/年 

（80 人/日） 

(基)1,411 千円 

(割)2,822 千円 
1,500 千円 28,427 千円 20.2％ 

 

（参考）コミュニティバス（デマンド型）の収支率事例 

≪H29 年度実績値≫ 

市町村名 名称 
運賃収入等 

（その他収入含む） 

補助支出額 

（国・県・市町村） 
収支率 

茨城県石岡市 乗合タウンメイト 8,699千円 56,000 千円 15.5％ 

茨城県常総市 ふれあい号 5,348千円 41,948 千円 12.7％ 

栃木県大田原市 らくらく与一号 1,375千円 27,134 千円 5.1％ 

栃木県野木町 デマンド交通 2,027千円 18,788 千円 10.8％ 

群馬県みどり市 電話でバス 5,289千円 37,509 千円 14.1％ 

埼玉県秩父市 吉田・大田地区乗合タクシー 569千円 7,175千円 7.9％ 

埼玉県深谷市 くるリン 2,879千円 53,163 千円 5.4％ 

千葉県佐倉市 南部地域デマンド交通 1,018千円 13,482 千円 7.6％ 

千葉県富里市 デマンド交通 1,191千円 15,808 千円 7.5％ 

神奈川県茅ヶ崎市 予約型乗合バス 715千円 13,991 千円 5.1％ 

東京都武蔵村山市 むらタク 779千円 7,646千円 10.2％ 
 
 

出典：H29国土交通省調査報告 https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/content/000166966.pdf   
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６ 令和５年度北谷町コミュニティバス運行計画（案）

の策定 

６－１ 運行計画（案）の作成 

令和５年９月までの準備期間と、令和５年 10 月から実施する条件付き本格運行につい

て、それぞれ以下の運行計画（案）とする。 

 

■運行計画（案） 

項 目 ～R5.9 R5.10～ 

（１）運行形態 
現在の車両によるデマンド

型運行【車両定員：12人】 

ワンボックス車両によるデ

マンド型運行【車両定員：

10人未満】 

（２）運行エリア 
北谷町全域によるミーティ

ングポイント形式 
同左 

（３）ミーティングポイント 66箇所の停留所 

北谷団地・砂辺の２か所に

新たなポイントを増設し、

68箇所の停留所 

（４）利用対象者 北谷町在住の方及び来訪者 同左 

（５）運行日 
毎日運行（12 月 30 日～1 月

3日を除く。） 

平日・土曜日のみ運行（12

月 30 日～1 月 3 日、及び慰

霊の日を運休とする。） 

（６）運行時間帯 午前８時から午後６時まで 同左 

（７）予約時間帯 午前８時から午後６時まで 

電話：同左 

Web：24 時間（採用システム

による） 

（８）予約方法 電話予約のみ 電話予約及び Web 予約 

（９）基本運賃 200円 300 円 
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（10）運賃割引制度 

割引対象者は以下とし、100

円で利用可能 

※未就学児は無料（ただ

し、保護者が同乗する場

合に限る） 

割引対象者は以下とし、150

円で利用可能 

※１歳以上小学生未満は２

人目までを無料とし、３

人目からは割引運賃とす

る。１歳未満は無料とす

る。（ただし、小学生未

満は保護者が同乗する場

合に限る） 

■割引対象者 

①65歳以上の高齢者の方 

②障害者手帳・療育手帳所持者の方 

③上記の介助者の方 

④運転免許証自主返納者の方 

⑤小学生以下の方 

（11）回数券 

100円券 11 枚綴り 1,000 円 

200円券 11 枚綴り 2,000 円 

150 円券 11枚綴り 1,500 円 

300 円券 11枚綴り 3,000 円 

※100 円券及び 200 円券の使

用は認めるものとする。 
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６－２ コミュニティバス利用促進策の検討 

 利用促進策としては、北谷町地域公共交通計画に掲げる事業と連動して実施していく。 

 

 

持続可能な公共交通となるよう、車両のダウンサイジング等による運行経費の削減や

企業からの協賛金による運賃外収入の確保（車内外広告、バス停オーナー制度、企業版

ふるさと納税等）についても検討・実施する。 

また、北谷町コミュニティバスは、地域内公共交通として地域内の移動と交通不便地

域の解消を担う役割であるため、「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域内フ

ィーダー系統確保維持費国庫補助金）」を活用し、財源の安定的な確保・維持を目指す。 

実施主体 北谷町 

連携・協力 路線バス事業者、地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線バスと北谷町コミュニティバスが接続するバス停（伊平バス停、桑江バス停、団

地入口バス停、安良波公園バス停）については、優先順位を付けながら行政・バス事業

者・地域（民間企業など）と連携・協働により計画的に待合環境の整備を進める。 

また、商業施設や医療機関、公共施設（ちゃたんニライセンター等）など利用が多い

バス停など、北谷町コミュニティバスのバス停から順次整備を進める。 

実施主体 北谷町、路線バス事業者 

連携・協力 ― 

 

 

路線バスや北谷町コミュニティバス等の運行情報案内はバス事業者、町役場等のホー

ムページや、インターネット上の経路検索等の情報サイトなどへ乗換案内・時刻表・運

行情報を提供している。 

町民や観光客へ町内の公共交通の運行内容を分かりやすく伝え、利用促進を図るため、

各公共交通機関のダイヤ、運賃などを網羅的に掲載した「公共交通総合マップ」を作成

し、配布する。 

また、バス事業者等で実施中の「バスロケーションシステム」について広報誌等を活

用し、周知する。 

【事業１】北谷町コミュニティバスの再編 （地域公共交通計画内の事業１） 

【事業２】バス利用における環境整備   （地域公共交通計画内の事業７） 

 

【事業３】運行情報提供の充実      （地域公共交通計画内の事業 10） 

 

【参考】地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金とは 
 地域特性や実情に応じた最適な生活交通ネットワークを確保・維持するため、幹線バス等の地
域間交通ネットワークと密接な地域内のバス交通・デマンド交通の運行について支援（補助率：
１/２）。 
（主な補助要件） 
・一般乗合旅客自動車運送事業者、一般乗用旅客自動車運送事業者等による運行であること 
・補助対象地域間幹線バス系統を補完するものであること又は過疎地域等の交通不便地域の移動

確保を目的とするものであること 
・新たに運行を開始するもの又は公的支援を受けるものであること 
・乗車人員が２人/１回以上であること 
・経常赤字であること 
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実施主体 北谷町 

連携・協力 路線バス事業者、空港リムジンバス事業者、タクシー事業者 

６－３ 今後の検討課題や進め方 

 北谷町コミュニティバスの今後については、以下の PDCA サイクル及び評価スケジュー

ルに基づいて遂行していく。令和５年 10 月の条件付き本格運行を目指し、９月までは現

在の運行方法による「つなぎの運行」として、運行日の見直し等を検討していく。 

 また、短期、中長期目標として新たに設定した評価指標に基づき、事業評価年度に効

果検証することとし、将来的な収支率の改善が見込めない場合には事業の廃止を含め、

代替案を検討していくこととする。 

 

■PDCA サイクルの概念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■評価スケジュール（公共交通計画同様） 

項目 R５ R６ R７ R８ R９ 

関連調査 

評価方法 

利用者数・収支率等の整理 ○ ○ ○ ○ ○ 

町民アンケート調査   ○  ○ 

北谷町ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ登録者ｱﾝｹｰﾄ調査   ○  ○ 

評価指標の評価   ○  ○ 

本格運行 or廃止・代替案の検討     ○ 

北谷町地域公共交通活性化協議会の開催 ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

  

本業務 
R5.10～ 

条件付き本格運行 
R6 

２年目 
R7 

中間評価 
R9  

本格運行 or廃止・代替案の検討 

 Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

 Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

R8 
４年目 

Ｐ

 

Ｄ 

Ｐ

 

Ｄ Ｃ

 

Ａ 
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参考資料 

１ 町民アンケート調査 調査票 
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２ コミュニティバス登録者アンケート調査 調査票 
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３ 民生委員・児童委員アンケート調査 調査票 
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４ 観光客アンケート調査 調査票 
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５ 関係団体（社会福祉協議会・観光協会）アンケート調査 調査票 
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６ 交通事業者アンケート調査 調査票 
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